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二
〇
一
九
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
「
国
連
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
が
遅
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
多
く
の
目
標
が
期
限
ま
で
に
達
成
で
き
な
い
と

の
懸
念
が
表
明
さ
れ
、
今
後
一
〇
年
間
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
「
行

動
の
一
〇
年
」
と
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
「
政
治
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
か

を
知
ら
な
か
っ
た
。
国
連
本
部
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
だ
け
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
に
五
〇
万
人

近
く
が
感
染
し
、
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
命
を
奪
わ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
を
。
世
界
全
体
で
は
約
八
八
〇
〇
万
人
が
感
染
し
、
奪
わ
れ
た
命

は
二
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
こ
こ
数
年
、
世
界
で
最
大
の
犠
牲
者
を

出
し
て
き
た
感
染
症
は
結
核
で
、
一
九
年
の
死
者
数
は
約
一
四
〇
万

人
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
は
あ
っ
さ
り
と
、
結
核
の
年
間
死

者
数
を
抜
き
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
進
捗
が
遅
れ
て
い
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19

で
さ
ら
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。教
育
分
野
で
は
、

一
六
億
人
の
子
ど
も
・
若
者
が
学
校
閉
鎖
の
影
響
を
受
け
、
四
億
人

以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
の
代
替
的
な
教
育
手
段
に
ア
ク
セ
ス
で

き
て
い
な
い
。
二
一
世
紀
の
保
健
課
題
で
最
重
要
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
エ
イ
ズ
は
、
二
〇
年
間
で
死
者
数
を
三
分
の
二
近
く
減
ら
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

政
策
担
当
顧
問

稲
場
雅
紀

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
進
捗
は
足
踏
み
ま
た
は
後
退
し
て
い
る
。

だ
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
各
項
目
を

照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
「
危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
」
と
な
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、
保
健
の
み
な
ら
ず
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
至
る
ま
で
、

コ
ロ
ナ
と
生
き
る
世
界
の
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
な
る
。

い
な
ば　

ま
さ
き　
一
九
九
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て

市
民
社
会
で
貧
困
・
人
権
・
保
健
の
課
題
に
取
り

組
む
。
二
〇
〇
二
年
よ
り
ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会

で
エ
イ
ズ
・
保
健
を
担
当
。
一
二
年
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

策
定
に
関
与
。
一
六
年
か
ら
政
府
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円

卓
会
議
構
成
員
も
務
め
る
。
著
書
に
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
』（
共
著
）
な
ど
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略

—
—

「
持
続
可
能
性
の
危
機
」
克
服
に
向
け
た
大
胆
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
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た
が
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
の
影
響
で
医
薬
品
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
途
絶
し
、
特
に
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
死
者

数
が
五
〇
万
人
以
上
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
の
予
測
が
示
さ
れ

て
い
る
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
死
者
数
の
水
準
は
〇
八
年
に
並
び
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

世
界
の
関
心
事
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
独
占
さ
れ
、
さ
ら
に
航
空

網
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
つ
な
が
り
が
国
境
閉
鎖
で
分
断

さ
れ
て
、
人
々
の
意
識
が
自
国
に
集
中
し
て
い
く
な
か
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
課
題
の
多
く
が
取
り
残
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
自
体
が
全
的
に
後
退
し
、「
貧
困

の
な
い
、
持
続
可
能
な
世
界
」
の
実
現
が
大
き
く
遠
の
く
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
新
し
い
状
況
下
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
価
値
を
再
定
義
・
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

慢
性
的
危
機
の
深
化
が
急
性
的
危
機
を
呼
び
込
む

　

こ
こ
で
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
の
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
は
何
の

理
由
も
な
く
表
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
は
、
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や
エ
イ
ズ
、
エ

ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
他
の
新
興
感
染
症
と
同
様
の「
人
獣
共
通
感
染
症
」

で
あ
り
、
こ
れ
が
人
間
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
要
因
に
は
、「
生
物

多
様
性
の
喪
失
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
間
と
動
物
の
関
わ
り

の
あ
り
方
が
変
化
し
、
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
限
ら
ず
、

多
く
の
新
興
感
染
症
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
生
物
多

様
性
の
喪
失
」
は
、
気
候
変
動
と
同
様
、
人
間
に
由
来
し
、
地
球
を

蝕
む
慢
性
的
な
「
持
続
可
能
性
の
危
機
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ

れ
は
、
あ
る
事
実
に
気
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
然
と

人
間
の
関
係
の
あ
り
方
に
関
わ
る
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
の
課
題

に
せ
よ
、
社
会
と
経
済
の
あ
り
方
に
由
来
す
る
貧
困
や
格
差
の
課
題

に
せ
よ
、
慢
性
的
な
持
続
可
能
性
の
危
機
は
、
た
だ
漫
然
と
存
在
す

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
慢
性
的
危
機
は
、
深
ま
れ
ば
深

ま
る
ほ
ど
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
よ
う
な
急
性
的
危
機
を
連
鎖
的
に

呼
び
込
む
。
そ
し
て
、人
間
の
生
命
や
生
活
を
破
壊
し
て
い
く
の
は
、

こ
れ
ら
の
急
性
的
危
機
の
方
な
の
だ
。
な
ら
ば
、
急
性
的
危
機
に
対

症
療
法
の
み
を
も
っ
て
対
応
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

二
つ
の
慢
性
的
危
機
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
大
き

く
増
幅
さ
せ
た
と
い
え
る
。
一
つ
は
全
世
界
的
に
拡
大
す
る
肥
満
と

非
感
染
性
疾
患
の
増
大
、
も
う
一
つ
は
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
民

営
化
や
公
共
投
資
の
削
減
に
よ
る
、
感
染
症
対
策
と
公
衆
衛
生
政
策

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
低
下
で
あ
る
。Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
で
顕
在
化
し
、

最
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
は
先
進
国
・
中
所
得
国
の
都
市
貧
困
層

で
あ
る
。
こ
の
人
口
層
で
は
、
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
や
清
涼
飲
料
水
へ

の
依
存
に
よ
り
、
既
に
肥
満
と
非
感
染
性
疾
患
が
蔓
延
し
て
い
た
。
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そ
こ
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
が
侵
入
し
、
膨
大
な
数
の
人
々
が
一
気
に

重
症
化
し
た
。
そ
れ
に
直
面
し
た
公
共
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、

公
共
投
資
の
削
減
と
民
営
化
で
平
時
の
冗
長
性
を
奪
わ
れ
、
あ
ら
か

じ
め
や
せ
細
っ
た
状
態
に
あ
り
、
な
す
す
べ
も
な
く
「
医
療
崩
壊
」

に
帰
結
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

慢
性
的
危
機
は
急
性
的
危
機
を
呼
び
込
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
危

機
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
性
、
復
元
力
）
を
も
や
せ
細
ら

せ
る
。
持
続
可
能
性
の
危
機
に
蝕
ま
れ
た
社
会
で
は
、
急
性
的
危
機

が
到
来
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を
打
ち
返
す
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
既
に
失

わ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
と
い
う
「
急
性
的
危
機
」

に
直
面
し
た
わ
れ
わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
急
性
的
危
機
へ
の
対

症
療
法
と
並
行
し
て
、
相
乗
効
果
を
も
っ
て
持
続
可
能
性
の
危
機
の

克
服
を
目
指
す
こ
と
と
、
急
性
的
危
機
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

回
復
に
と
に
か
く
全
力
を
注
ぐ
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。

「
危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
」
と
し
て
の
再
発
見

　

こ
こ
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
平
時
と
異
な
っ
た
装
い
を
も
っ
て

見
え
て
く
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
直
面
し
て
初
め
て
、
わ
れ
わ
れ

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
」
と
し
て
再
発
見
す
る
の

で
あ
る
。
世
界
の
貧
困
の
半
減
を
呼
号
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
代
わ
っ
て
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
世
界
の
目
標
と

な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
目
標
と
期
限
を
設
定
し
、
指
標
に
よ
っ
て
進

捗
を
測
る
と
い
う
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
も

の
の
、
対
象
と
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
く
変
化
し
た
。
開
発
の
み
な
ら

ず
環
境
、
経
済
、
さ
ら
に
国
家
や
国
際
社
会
の
統
治
の
あ
り
方
ま
で

含
み
込
み
、
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
変
化
し
た
。
こ
れ
は
、
気
候
変
動
や
生
物

多
様
性
の
喪
失
な
ど
「
持
続
可
能
性
の
危
機
」
の
深
刻
化
を
反
映
し

た
も
の
で
も
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
二
～
一
五
年
の
三

年
間
を
か
け
て
、
国
連
諸
機
関
や
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｎ
（
持
続
可
能
な
開
発
解
決
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
先

住
民
や
若
者
、
女
性
、
障
害
者
な
ど
の
当
事
者
を
含
む
市
民
社
会
の

イ
ン
プ
ッ
ト
を
得
つ
つ
、
国
連
を
舞
台
に
、
外
交
交
渉
で
策
定
さ
れ

た
目
標
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連

諸
機
関
に
よ
る
薫
陶
と
外
交
交
渉
と
い
う
厳
し
い
ト
ラ
イ
ア
ル
（
治

験
）
を
通
過
し
て
成
立
し
た
現
実
的
な
目
標
で
も
あ
る
の
だ
。
な
ら

ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
た
わ
れ
わ

れ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
危
機
の
時
代
の
羅
針
盤
」
と
し
て
活
用
し
な

い
手
は
な
い
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
を
真
ん
中
に
置
き
、
周
り
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七

の
ゴ
ー
ル
を
配
置
し
て
、
各
目
標
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
関
連
を
整
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理
し
て
み
る
。
森
羅
万
象
を
分
類
し
た
一
七
の
ゴ
ー
ル
に
照
ら
す
こ

と
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
が
世
界
に
ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

し
う
る
か
が
包
括
的
に
見
え
て
く
る
。
で
は
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。
そ
の
原
理
原
則
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
含
む
文
書
「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
」（T

ransform
ing 

our w
orld

）
の
「
宣
言
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
だ
れ
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
哲
学
、
人
権
の
尊
重
や
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た
原
則
は
、
単
な
る
き
れ
い
ご
と
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
。
実
際
に
こ
う
し
た
価
値
観
を
現
実
の
も
の

と
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、世
界
を
蝕
む
危
機
に
正
面
か
ら
対
峙
し
、

克
服
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
か
ら
こ
そ
、
明
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
と
い
う
急
性
的
危
機
の
収
束
の
た

め
の
羅
針
盤
と
し
て
も
活
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
16‌

の
精
神
を

　

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
収
束
に
ど
う
活
用
で
き

る
の
か
。
私
は
、
焦
点
は
日
本
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い

「
ゴ
ー
ル
16
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
ゴ
ー
ル
16
は
、
公
正
な
司
法
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
汚
職
・
腐
敗
の
防
止
、
言
論
の
自
由
の
確
保
を
含
む
、

統
治
の
あ
り
方
に
関
す
る
目
標
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、
行
政
機
関
の
透
明
性
や
参
加
型
意
思
決
定
な
ど
統
治
の
あ
り

方
を
定
め
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
16
・
６
お
よ
び
16
・
７
で
あ
る
。

　

世
界
的
に
み
て
相
対
的
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
被
害
の
少
な
い

東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
の
中
で
も
、
対
策
の
成
功
国
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
台
湾
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
で
あ
る
。

こ
の
三
ヵ
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
対
策
に
は
、
多
く
の
共
通
点
が
あ

る
。

　

ま
ず
、
こ
の
三
ヵ
国
は
、
直
近
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
経
験
で
あ
る
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）、
も
し
く
は
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
経
験
し
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
対
処
す
る
法
律
と
国
家
戦
略
を
整
備
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
拡
大
に
際
し
て
首
尾
一
貫
し
た
形
で
、
国
境
の
閉

鎖
、
国
内
で
の
検
査
の
急
速
な
拡
大
と
隔
離
な
ど
の
封
じ
込
め
、
予

防
と
い
っ
た
公
衆
衛
生
政
策
を
効
率
的
・
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
三
ヵ
国
は
、
公
衆
衛
生
政
策
へ
の
集
中
的
な
取
り
組

み
に
お
い
て
、
国
家
指
導
者
や
担
当
省
庁
が
、
広
く
一
般
市
民
と
の

間
で
、
首
尾
一
貫
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
伝
統
的
メ
デ
ィ

ア
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
双
方
で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
透

明
性
と
公
開
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

早
期
に
「
普
遍
的
マ
ス
ク
着
用
」
が
徹
底
し
た
台
湾
で
、
マ
ス
ク

供
給
の
問
題
を
Ｉ
Ｔ
技
術
で
克
服
し
、
巧
み
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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ン
で
国
民
の
不
安
を
解
消
し
た
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
Ｉ
Ｔ
相
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
日
本
で
も
有
名
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー

ダ
ー
ン
首
相
は
、
痛
み
を
伴
う
強
力
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
措
置
へ
の
国

民
の
支
持
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ま
ず
政
策
の
根
拠
、
次
に
社
会
連

帯
の
必
要
性
を
首
尾
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
で
訴
え
、
対
策
が

成
果
を
上
げ
る
に
伴
っ
て
、
国
民
に
誇
り
と
次
な
る
目
標
を
提
示
す

る
段
階
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
よ
り
、
対
策
へ
の
国
民

の
主
体
的
な
参
加
を
実
現
し
た
。

　

一
方
、
韓
国
政
府
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
対
策
の
初
期
段
階
で
、

一
見
、
感
染
症
対
策
と
は
無
関
係
に
見
え
る
「
透
明
性
、
公
開
性
、

参
加
型
意
思
決
定
」
を
「
コ
ロ
ナ
対
策
三
原
則
」
と
し
て
設
定
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
対
策
に
お
け
る
統
治
原
則
の
確
立
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
同
国
政
府
が
初
期
段
階
か
ら
理
解
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
国
で
差
別
と
偏
見
に
さ
ら
さ

れ
て
き
た
ゲ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
感
染
が
拡
大
し
た
と
き
、
政
府

は
い
ち
早
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
対
話
を
集
中
的

に
行
い
、
ま
た
、
新
た
に
匿
名
検
査
を
実
施
し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
追

跡
へ
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
的
参
画
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

　

三
ヵ
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
対
策
の
実
践
は
、
必
ず
し
も
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
自
体
を
意
識
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
三
ヵ
国
の
実
践
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
直
結
す
る
保
健
医
療

政
策
（
ゴ
ー
ル
３
）
の
み
な
ら
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
特
に
ゴ
ー
ル
16
の

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
原
則
（
16
・
６
の
「
効
率
性
・
公
開
性
・
透
明
性
」

と
16
・
７
の
「
包
摂
的
で
代
表
性
を
反
映
し
た
参
加
型
の
意
思
決
定
）

が
極
め
て
有
効
に
機
能
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

日
本
外
交
に「
持
続
可
能
性
の
危
機
」克
服
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
下
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
捲
土
重
来
を
期
す

る
う
え
で
、わ
が
国
の
外
交
が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
可
能
性
の
危
機
」
を
克
服
し
、
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
移
行
に
道
筋
を
つ
け
る
た
め
の
目
標
で
あ
る
。な
ら
ば
本
来
、

慢
性
的
な
「
持
続
可
能
性
の
危
機
」
の
深
化
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の

よ
う
な
大
き
な
急
性
的
危
機
を
呼
び
込
み
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進

捗
を
大
幅
に
後
退
さ
せ
る
リ
ス
ク
も
、
あ
ら
か
じ
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
設

計
に
組
み
込
ん
で
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
類
は
既
に
、
一

直
線
に
「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る
最
後
の
機
会
を
逸
し
て

し
ま
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
は
こ
れ
か
ら
人
類
が
直
面
す
る

新
た
な
物
語
の
序
章
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
可
能
性
も
、
頭
に
置
い

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
進
捗
の
全

的
後
退
に
直
面
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
放
棄
し
て
は
な
ら
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な
い
。
逆
に
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
こ
そ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

－

19
収
束
の
基
本
戦
略
と
し
、
持
続
可
能
性
の
危
機
を
克
服
す
る

た
め
の
羅
針
盤
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
。「
人
間
の

安
全
保
障
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
策
定

後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
日
本
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
思
の
再
確
認
に
指
導
力
を
発
揮
し
う
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
日
本
外
交
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
イ
ン
パ
ク
ト
の
軽
減
に
尽
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
際
社
会
は
、

二
〇
二
〇
年
三
月
の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

宣
言
か
ら
わ
ず
か
一
ヵ
月
強
で
、
収
束
に
向
け
た
新
規
技
術
の
開
発

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ク
セ
ス
を
一
体
で
手
掛
け
る
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－
19
関
連
製
品
ア
ク
セ
ス
促
進
枠

組
み
）
と
、
知
的
財
産
権
の
共
有
化
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
「
Ｃ

－

Ｔ
Ａ
Ｐ
」（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
技
術
ア
ク
セ
ス
・
プ
ー

ル
）
の
設
置
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

は
二
〇
二
一
年
を
通
じ
て
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円
の
資
金
不
足
に
直
面

し
、
Ｃ

－

Ｔ
Ａ
Ｐ
は
先
進
国
や
企
業
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
苦
戦
し
て

い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
国
家
安
全
保
障
の
最
大
の
脅
威

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
米
国
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
死
者
数
は
既
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
死

者
数
を
上
回
る
に
至
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
想
起
す
べ
き
は
、
現

在
の
世
界
の
軍
事
費
総
額
は
年
間
二
〇
〇
兆
円
に
上
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
一
%
強
の
資
金
を
、
世
界
最
大
の
安
全
保

障
上
の
脅
威
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
へ
の
対
策
に
回
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

未
曽
有
の
脅
威
を
前
に
し
て
、
本
来
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
国
家

安
全
保
障
の
た
め
の
資
金
の
一
部
を
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19‌

の
収
束
に
緊

急
投
資
す
る
と
い
う
抜
本
的
な
提
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
の

社
会
・
経
済
の
仕
組
み
に
固
執
す
る
の
で
な
く
、
急
性
的
な
危
機
の

収
束
と
持
続
可
能
性
の
危
機
の
克
服
に
向
け
て
、安
全
保
障
や
貿
易
・

投
資
な
ど
の
ル
ー
ル
の
最
適
化
と
、
資
源
動
員
の
集
中
、
そ
し
て
、

国
家
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
治
へ
の
国
民
・
市
民
の
信
頼
回
復
の

た
め
に
、
最
大
限
の
力
を
注
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、

時
代
の
転
換
点
に
お
い
て
新
し
い
仕
組
み
を
構
想
し
、
こ
れ
を
リ
ー

ド
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
必
ず
し
も
得
意
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
役
に
な
る
こ

と
は
、
本
来
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
今
、
日
本
外
交
に
必
要
と
さ
れ

る
の
は
、
何
よ
り
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
が
垣
間
見
せ
る
時
代
の
深

淵
に
怯
え
る
の
で
な
く
、「
持
続
可
能
な
社
会
」
へ
の
新
た
な
道
筋

を
開
く
契
機
と
し
て
認
識
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
転
換
で
あ
る
は

ず
だ
。
●




